
【取り組む際に生じた課題及び輸出後に抱えた課題】
１ 新たな販売先の開拓。
２ ベンダーを見つけること。

【ウェブサイト】 http://takachiho-muratabi.com/

【対応の結果】
１ 現地相場に違和感なく販売できた。
２ 期間限定販売のみならず、通常販売の取扱いが決まった。

シンガポール

 宮崎県物産振興センターと連携したアジア圏への輸出
 輸出関連展示商談会への積極的な出展により取引先を獲得

あまざけ+乳酸菌 ちほまろ（プレーン・へべす・玄米）

【主な品目】
中国、シンガポール、香港、台湾

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
１ 中国での販路拡大、パートナーを見つける。
２ その他販路のない国へのアプローチ。

【生じた課題への対応】
１ 現地在住コーディネータから商品販売方法や相場についてのアドバイスを頂く。
２ 商談会への積極的な参加、現地販売イベントへの参加によりベンダーとの
接点をつくった。
３ 現地の顧客ニーズに合った販売方法（例：注文は５本であるが、６本納
品するなど）の工夫。

【連絡先】 担当者名：佐伯、ＴＥＬ：0982-72-7226

【活用した支援・施策】 宮崎県輸出チャレンジ事業 FOOD EXPO 2016 GFPグローバル産地づくり推進事業

（平成28年度より輸出開始 ）

宮崎県 株式会社高千穂ムラたび
『あまざけ＋乳酸菌 ちほまろ を アジア圏へ』

加工食品

【効果があった取組】
商談会参加
現地イベント（試飲販売）参加

あまざけ＋乳酸菌 ちほまろ
（「飲む点滴」といわれる「あまざけ」と
整腸作用でおなじみの「乳酸菌」を
ブレンド）

輸出量(kg) 出荷時期
令和３年度 3,009

通年令和２年度 5,350
令和元年度 2,990


